
＊抗インフルエンザウイルス薬一覧＊

作用機序
キャップ依存性

エンドヌクレアーゼ阻害作用

カプセル ドライシロップ

一般名 ザナビビル水和物
ラニナミビルオクタン酸
エステル水和物

バロキサビル
マルボキシル

発売開始年月日 2001年2月 2002年4月 2001年2月 2010年10月 2018年3月

効能効果 A型またはB型インフルエンザ感染症

投与方法 吸入 吸入 内服

回数 1日2回 1回のみ 1回のみ

期間 5日間 単回 単回

１回量
【成人・体重37.5kg以上
の小児】
７５mg

【成人】
７５mg

【小児】
幼小児：体重１kgあた
り、２mg
新生児・乳児（生後～1
歳未満）
　：体重１kgあたり、３mg

【成人・小児】
1回１０mg（2ブリス
ター）

【成人・１０歳以上の小児】
４０mg（２個）

【１０歳未満の小児】
２０mg（１個）

【成人・１２歳以上の小児】
４０mg（２０mg×２錠）
※ただし、体重８０kg以上の場合、
８０mg（２０mg×４錠）

【１２歳未満の小児】
体重４０kg以上：４０mg（２０mg×２錠）
２０～４０kg未満：２０mg（２０mg×１錠）
１０～２０kg未満：１０mg（１０mg×１錠）

予防投与 ○ ○ ○ ○ 〇

５日間 単回

【成人】
３００mg（1袋６０ml）を点滴
※合併症等により重症化するお
それのある患者には、１日1回６
００mgを点滴。症状に応じて連日
反復投与可能。

【小児】
体重１kgあたり、１０mgを点滴
※上限1回６００mg

×

オセルタミビルリン酸塩 ベラミビル水和物

2010年1月

内服 点滴

1日2回 1回

ノイラミニダーゼ阻害作用 ノイラミニダーゼ阻害作用

商品名
タミフル

リレンザ イナビル吸入粉末剤 ゾフルーザ錠 ラピアクタ点滴静注液


